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学
生
懸
賞
論
文
発
表

第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
学
生
、
別
科
在
籍
者
）

　

入
選

　
　

羽
鳥　

佑
亮
（
文
学
部
日
本
文
学
科
二
年
）

　
　
　

日
本
に
お
け
る
貧
乏
神
譚
の
研
究

　
　

竹
内
百
合
香
（
文
学
部
史
学
科
四
年
）

　
　
　

猪
苗
代
「
疏
水
路
実
測
図
」
の
表
現
内
容
と
制
作
目
的

第
二
部
門
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

　

入
選
＝
本
誌
八
月
号
掲
載
予
定
＝

　
　

張　
　
　

哲
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
二
年
）

　
　
　

博
物
館
学
に
お
け
る
用
語
「
博
物
館
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濫
觴
に
関
す
る
一
考
察

（
所
属
・
学
年
は
、
応
募
当
時
）

　

本
年
度
の
学
生
懸
賞
論
文
の
応
募
論
文
数
は
、
文
学
部
・
神
道
文
化
学

部
学
生
・
別
科
在
籍
者
を
対
象
と
す
る
第
一
部
門
五
本
、
大
学
院
文
学
研

究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
を
対
象
と
す
る
第
二
部
門
二
本
で
あ
っ
た
。

　

選
考
過
程
で
議
論
に
な
っ
た
の
は
、
表
題
と
内
容
の
整
合
性
、
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
、
問
題
提
起
が
明
瞭
で
あ
る
か
否
か
、
結
論
と
照
応
し
て
い
る

か
、
論
文
中
の
学
術
上
の
述
語
の
定
義
は
適
切
か
否
か
、
論
証
過
程
に
破

綻
が
な
い
か
、
当
該
課
題
の
研
究
史
が
十
分
に
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
か
、

日
本
語
の
表
現
は
適
切
か
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
今
後
、
懸
賞
論
文
に
応
募

す
る
際
に
は
、
上
記
の
点
に
、
ぜ
ひ
留
意
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
本
年
度
の
応
募
論
文
数
は
昨
年
度
に
比
し
て
増
加
し
て
い
る
が
、
今

後
さ
ら
に
、
学
生
懸
賞
論
文
の
意
義
を
周
知
し
、
意
欲
的
な
研
究
成
果
が

積
極
的
に
応
募
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
五
月
一
五
日
に
開
催
さ
れ
た
國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会
に
お
い

て
、
査
読
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
応
募
論
文
三
本

　

平
成
三
十
年
度
学
生
懸
賞
論
文
の

　

応
募
状
況
と
選
考
過
程

國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会
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を
入
選
と
し
た
。
三
本
と
も
研
究
論
文
の
水
準
に
達
し
て
い
る
と
評
価
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
。

第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
学
生
、
別
科
在
籍
者
）

　

入
選

　
　

羽
鳥　

佑
亮
（
文
学
部
日
本
文
学
科
二
年
）

　
　

日
本
に
お
け
る
貧
乏
神
譚
の
研
究

　
　

竹
内
百
合
香
（
文
学
部
史
学
科
四
年
）

　
　

猪
苗
代
「
疏
水
路
実
測
図
」
の
表
現
内
容
と
制
作
目
的

第
二
部
門
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

　

入
選

　
　

張　
　
　

哲
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
二
年
）

　
　

博
物
館
学
に
お
け
る
用
語
「
博
物
館
」
の
濫
觴
に
関
す
る
一
考
察

（
所
属
・
学
年
は
、
応
募
当
時
）

　

特
に
第
一
部
門
の
羽
鳥
氏
は
学
部
の
二
年
生
で
あ
る
。
卒
業
論
文
提
出

以
前
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
高
水
準
の
研
究
論
文
を
執
筆
さ
れ
評
価
さ
れ
た
こ

と
は
特
筆
に
価
す
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
研
鑽
に
期
待
し
た
い
。
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選　

評

　

羽
鳥　

佑
亮
（
文
学
部
日
本
文
学
科
二
年
＝
平
成
三
十
年
度
）

　
　

日
本
に
お
け
る
貧
乏
神
譚
の
研
究

　

本
論
文
は
、
日
本
の
「
貧
乏
神
説
話
」
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
各
説
話

に
通
底
す
る
貧
乏
神
の
共
通
点
と
、
各
時
代
に
お
け
る
貧
乏
神
の
描
き
方

の
変
化
と
を
考
察
し
て
い
る
。

　
「
貧
乏
神
」
は
、
現
代
の
日
本
人
で
も
ほ
ぼ
説
明
な
く
理
解
で
き
る
伝

承
上
の
存
在
と
い
え
る
。
そ
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
個
人
ま
た
は
家
に

憑
り
つ
い
て
経
済
的
困
窮
を
招
き
寄
せ
る
と
さ
れ
た
、
疫
病
神
・
厄
神
の

一
種
で
あ
る
。通
常
姿
は
見
せ
な
い
が
、絵
画
等
に
は
多
く
ぼ
ろ
を
ま
と
っ

た
貧
相
な
痩
せ
た
小
男
と
し
て
描
か
れ
る
。
貧
乏
神
の
伝
承
は
近
世
の
都

市
文
化
の
中
で
発
展
し
、「
○
○
を
す
る
と
（
例
・
焼
き
味
噌
で
飯
を
食

う
と
）
貧
乏
神
が
来
る
」
等
の
俗
信
も
生
ま
れ
た
。
ま
た
、
厄
介
を
招
く

ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
を
揶
揄
的
に
貧
乏
神
呼
ば
わ
り
す
る
表
現
も
身
近
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
貧
乏
神
は
日
本
文
化
に
お
い
て
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ

り
な
が
ら
、
貧
乏
神
の
登
場
す
る
説
話
等
は
数
少
な
く
、
先
行
研
究
も
大

島
建
彦
・
宮
田
登
・
小
松
和
彦
ほ
か
の
論
考
が
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も

厄
神
研
究
や
福
神
研
究
、
絵
巻
物
の
図
像
研
究
の
延
長
上
で
貧
乏
神
に
触

れ
て
い
る
の
が
実
状
で
、
研
究
が
盛
ん
と
は
言
い
難
い
。
本
論
は
そ
う
し

た
貧
乏
神
説
話
の
整
理
と
話
型
の
析
出
を
試
み
、
十
分
に
成
功
し
た
と
い

え
る
。

　

本
論
は
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
仏
教
説
話
か
ら
明
治
初
期
の
怪
談
説
話
集

に
至
る
ま
で
の
二
〇
話
の
貧
乏
神
説
話
を
詳
細
に
検
討
し
、
貧
乏
神
説
話

の
話
型
が
時
代
を
追
っ
て
「
追
跡
型
」「
福
神
入
替
型
」「
追
出
失
敗
型
」

「
祀
り
上
げ
型
」「
追
出
型
」「
焼
味
噌
型
」「
家
移
型
」
と
変
化
す
る
と
整

理
し
て
い
る
。
資
料
の
読
み
解
き
と
論
旨
に
は
十
分
な
説
得
性
が
あ
る
と

同
時
に
、
各
時
代
に
お
い
て
貧
乏
神
が
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
い
た
か
を
捉
え
る
た
め
の
指
針
と
も
な
る
。
ま
た
伝
承
に
お
い

て
貧
乏
神
は
統
一
性
の
な
い
多
様
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
時

代
ご
と
の
貧
乏
神
イ
メ
ー
ジ
の
混
合
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と

い
え
る
。

　

以
上
の
点
を
評
価
し
、
本
論
文
は
入
選
に
値
す
る
と
考
え
る
。
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竹
内
百
合
香
（
文
学
部
史
学
科
四
年
＝
平
成
三
十
年
度
）

　
　

猪
苗
代
「
疏
水
路
実
測
図
」
の
表
現
内
容
と
制
作
目
的

　

本
論
文
は
明
治
前
期
の
安
積
疎
水
開
削
事
業
に
関
連
し
て
作
成
さ
れ
、

筆
者
が「
疎
水
路
実
測
図
」と
総
称
す
る
十
一
枚
の
実
測
絵
図
に
つ
い
て
、

絵
図
に
描
か
れ
た
図
像
や
景
観
の
詳
細
な
検
討
を
通
し
て
疎
水
工
事
に
お

け
る
絵
図
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、
計
画
の
立
案
か
ら
実
地
調
査
に
よ

る
ル
ー
ト
決
定
そ
し
て
着
工
に
い
た
る
疎
水
工
事
の
流
れ
を
明
ら
か
に
し

た
力
作
で
あ
る
。

　

論
文
は
三
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
第
一
章
で
は
、
安
積
疎
水
に
関
す
る
先

行
研
究
が
主
に
二
次
資
料
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
分
析
対

象
と
し
て
取
り
あ
げ
た
「
疎
水
路
実
測
図
」
が
疎
水
幹
線
の
計
画
路
線
を

描
い
た
一
次
資
料
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
二
章
で
は
、
絵
図
に
付

さ
れ
た
凡
例
の
図
像
記
号
か
ら
「
掘
割
」「
隧
道
」「
堤
」「
分
水
」
な
ど

や
構
造
物
で
あ
る
「
掛
樋
」・「
伏
樋
」
の
位
置
と
表
現
内
容
を
綿
密
に
検

討
し
、
さ
ら
に
疎
水
開
削
後
に
作
成
さ
れ
た
文
書
類
の
内
容
と
も
比
較
検

討
し
て
描
か
れ
た
絵
図
の
内
容
の
正
確
さ
を
立
証
す
る
と
と
も
に
、
安
積

疎
水
事
業
が
計
画
段
階
に
制
作
さ
れ
た
こ
の
実
測
絵
図
に
基
づ
い
て
進
め

ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

論
文
の
中
心
と
な
る
第
三
章
で
は
、
筆
者
は
「
疎
水
路
実
測
図
」
と
関

連
文
書
の
記
載
内
容
と
の
比
較
検
討
か
ら
絵
図
の
制
作
時
期
の
特
定
を
試

み
た
。
安
積
疎
水
の
設
計
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技
術

者
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
に
よ
る
調
査
以
前
に
、
す
で
に
日
本
人
技
術
者
に

よ
る
実
質
的
な
測
量
が
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
筆
者
は
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル

ン
が
疎
水
の
計
画
段
階
か
ら
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し

フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
に
よ
る
明
治
十
一
年
の
実
地
検
分
は
、
猪
苗
代
湖
か

ら
の
取
水
口
に
関
し
て
で
あ
り
、
疎
水
の
幹
線
・
分
水
路
の
調
査
は
な
お

不
十
分
で
疎
水
ル
ー
ト
は
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
筆
者
は
関
連
文

書
類
の
記
載
事
項
の
詳
細
な
比
較
分
析
を
通
し
て
、「
疎
水
路
実
測
図
」

の
制
作
時
期
を
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
の
基
本
設
計
書
が
提
出
さ
れ
た
明
治

十
二
年
一
月
か
ら
山
田
寅
吉
の
実
地
調
査
が
行
わ
れ
た
同
年
六
月
ま
で
の

間
と
結
論
づ
け
る
。
こ
の
時
期
に
疎
水
建
設
の
概
算
予
算
の
作
成
と
疎
水

ル
ー
ト
の
検
討
が
絵
図
制
作
と
同
時
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
結
論
は

極
め
て
妥
当
で
あ
り
、
そ
の
論
証
過
程
も
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
絵
図
中
の
図
像
表
現
を
も
と
に
、
水
路
の
ル
ー
ト
と
工
法
を
既
存

の
農
地
や
水
路
を
損
な
わ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
決
定
し
て
い
た
と
い
う
指

摘
は
貴
重
で
あ
る
。
安
積
疎
水
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
二
次
的
史
料
に
の

み
依
拠
し
て
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
新
た
に
実
測
絵

図
の
綿
密
な
分
析
に
関
連
文
書
の
記
載
事
項
を
突
き
合
わ
せ
て
、
疎
水

ル
ー
ト
の
立
案
か
ら
工
事
実
施
に
至
る
ま
で
の
流
れ
の
解
明
を
試
み
た
こ
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と
は
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
卒
業
論
文
を
も
と
に
書
か
れ

た
論
文
で
あ
る
た
め
、
文
章
表
現
に
お
い
て
は
や
や
稚
拙
な
点
が
み
ら
れ

る
が
、
論
文
の
内
容
の
価
値
を
下
げ
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

　

最
後
に
、
な
い
も
の
ね
だ
り
で
は
あ
る
が
、
安
積
疎
水
の
「
掘
割
」、「
隧

道
」、「
堤
」、「
掛
樋
」、「
伏
樋
」
な
ど
の
構
造
物
に
つ
い
て
、
実
測
絵
図

の
表
現
と
現
地
調
査
を
も
と
に
し
た
疎
水
の
歴
史
的
景
観
に
つ
い
て
の
考

察
も
盛
り
込
ん
で
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　

令
和
元
年
度　

國
學
院
雜
誌
学
生
懸
賞
論
文
募
集

一
、
応
募
資
格
：
第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
生
・
別
科
在
籍
者
）

　
　
　
　
　
　
　

第
二
部
門
（
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

一
、
枚　
　

数
：�

四
〇
〇
字
詰
四
〇
枚
～
五
〇
枚
以
内（
図
表
含
む
）

厳
守

一
、
テ
ー
マ
：
題
目
は
問
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

但
し
、
未
発
表
学
術
論
文
に
限
る

　
　
　
　
　
　
　
（
卒
業
論
文
も
可
。た
だ
し
規
程
の
枚
数
に
収
め
る
こ
と
。）

一
、
締
切
日
：
令
和
二
年
三
月
末
日
（
当
日
消
印
有
効
）

一
、
入　
　

選
：
賞
状
な
ら
び
に
副
賞
（
五
万
円
）

　
　

佳　
　

作
：
賞
状
な
ら
び
に
副
賞
（
三
万
円
）

一
、
発　
　

表
：�

入
選
論
文
お
よ
び
す
ぐ
れ
た
佳
作
論
文
は
本
誌
に

掲
載
予
定

一
、
選　
　

考
：
國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会

一
、
投
稿
先
：
國
學
院
大
學
文
学
部
資
料
室

　
　
　

詳
し
く
は
本
誌
表
紙
裏
面
を
参
照


